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一人口の動き一

　
　
人
人
人
帯

　
　
　
　
　
　
　
世

　
　
　
　
て
　
　
り

在
8
2
0
8

現
2
6
9
2

日
　
　
　
　
　
　
●
6

1
6
6
2
　
　
．

　
　
　
　
　
　
　
2

月
　
　
　
　
　
－
，

5
　
　
　
　
数

　
　
　
　
　
　
　
帯

　
　
男
女
戸
計
世

郎
社
円

臼
四
風
5

名
南
部

星
白
1

人
所
価

集
刷
編
印
定

場
町
）

役
　
吉

町
西
壮

西
　
村

川
川
中

発行所
発行者
（町長

5月のぐらし

道路河川をきれいに

公共の施設をたいせつに

紙ぐずを散らさない

ナ　　 ツ　　フρ

も忙しくなつておうちはおとうさんおかあさんも
，保育所には90人ものお友だちも、先生もいる
　　　　　　　　　　　　　（上　野　に　て）

灘鱒　
　
蹴

・
灘
鱒

灘
蓋

搬

鞍、達．

鎚

㈱

　
て
　

　
鞭
ン
囎
嚢
糟

嬉
簿
静
・

鱒
　
灘
　
襯
鰯

礪
　
鱗

　　　　　　　　　　　　　　　　保　　育　　所　　ス

　待ちに待つた季節保育所がはじまりました。「田も
留守だけどボクもワタシもちつともさぴしくなんかな
し、おやつだつて、おいしい給食だつてあるんだもの

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　…漸

讃
明
顎
、
醐
膿
難
鰯
．

麟
劃

磁
．
．

鰻麟雛

　
　
　
　
　
　
　
灘

灘
　
難
鱗
．

　
　
　
灘

　
　
鰍

　
　
　
　
　

縫
韻

蝋再

雛
灘

　
　
瞭

　　　　　臨　　　　翠

翻　　　　醸

．
鞍

塑
翼
｝灘

難

黙
，

驚
．

毅
蟹

騨
騒

鑑・

繋

窃
五
月
の
行
事

一
日
　
青
少
年
保
護
育
成
強
調
月
間

　
　
春
の
社
会
教
育
週
間

三
日
　
趨
法
記
念
日

　
　
成
人
式
　
　
（
川
西
中
学
校
）

四
日
　
上
野
地
区
敬
老
会

　
　
元
町
ポ
ン
プ
入
魂
式

五
日
　
慰
霊
祭
（
川
西
中
学
校
）

　
　
上
野
・
千
手
地
区
消
防
演
習

　
こ
ど
も
の
日
に
寄
せ
て

　
風
か
お
る
青
空
に
鯉
の
ぼ
り
が
威
勢

よ
く
泳
ぐ
五
月
五
日
は
こ
ど
も
の
臼
、

川
西
町
約
三
、
四
〇
〇
人
の
よ
い
こ
た
ち

が
元
気
に
こ
の
日
を
祝
つ
た
。

　
三
＋
八
年
の
学
校
基
本
調
査
に
よ
る

と
小
学
校
児
童
数
は
、

十八
日日

二十尋一十
十五三一一
日日日日

季
五
日

山
野
田
ポ
ン
プ
入
魂
式

国
体
旗
リ
レ
ー
打
ち
合
わ
せ
会

愛
鳥
週
間

母
の
日

　
春
の
全
国
交
通
安
全
運
動

　
水
防
組
合
総
会

　
郡
議
長
会
（
役
場
会
議
室
）

国
体
旗
リ
レ
ー

　
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

　
中
魚
税
務
研
究
協
議
会

馨

，
，
　
喋

枷
一

聾
　
霧

纏　
　
　
　
　
馨

　
駐

　
　
，
・
　
　
義

　
　
　
　
‘
　
　
■
’

　
　
　
　
・

　
　
　
　
9
　
　
　
　
　
　
P

獣

　
　
き

繍
灘
馨

　
　
灘
灘

、
、
　
難
灘

蒙
羅

轟

全
　
国

（
川
西
町

中
学
生
数

一
〇
四
七
万
人

　
輔
、
六
五
六
人
）

全
国
六
九
六
万
人

（
川
西
町
　
一
、
一
七
八
人
）

幼
児
数
全
国
八
九
八
万
人

（
川
西
町
　
　
九
〇
六
人
）

計
全
国
二
、
六
四
一
万
人

（
川
西
町
約
三
、
七
八
O
人
）

と
い
う
こ
と
に
な
る
o

　
昔
と
く
ら
べ
て
今
の
こ

　
ど
も
は
大
き
《
な
う
た
と
い
わ
れ
る
〇

　
三
十
八
年
度
国
民
栄
養
調
査
で
は
、

体
位
平
均

　
　
　
　
　
　
　
身
長
体
重

重
二
才
墾
壽
鴫

　
　
　
　
　
　
男
九
五
九
　
嘲
三
八
七
、

　
　
川
西
三
才
女
九
四
四
　
三
四
九

全
塁
才
娚
離
裟
憐

　
　
川
西
三
才
塑
類
袈

鱗

董
馬
薙
蝶
膝

川
西
西
才
男
翼
四
興
バ

　
　
　
　
女
一
垂
五
　
四
八
、
八

　
昔
の
日
本
人
平
均
身
長
が
五
尺
約
一

五
〇
セ
ン
チ
だ
か
ら
｝
四
才
に
し
て
す

で
に
昔
の
お
と
な
並
と
い
う
こ
と
に
な

る
が
、
川
西
町
の
三
才
児
た
ち
は
全
国

的
に
少
し
発
育
が
悪
い
と
み
ら
れ
ま
す

ま
す
栄
養
、
環
境
の
向
上
が
望
ま
れ
る
．

ま
た
教
育
統
計
に
よ
る
と
こ
れ
か
ら
な

お
大
き
く
な
る
と
予
想
さ
れ
、
五
〇
年

後
に
は
一
四
才
で
男
一
夫
五
、
六
女
剛
五

五
、
九
と
西
欧
的
ス
ケ
！
ル
ま
で
成
長
す

る
と
の
こ
と
で
あ
る
o

　
昭
和
四
〇
年
こ
ど
も
の
数
は
全
国
で

二
、
四
七
〇
万
、
六
C
年
で
約
二
、
三
〇
〇

万
と
な
り
総
人
口
に
対
す
る
こ
ど
も
の
．

割
り
合
い
は
、
三
〇
年
度
の
約
半
分
に

な
る
予
想
で
、
ひ
と
り
っ
こ
、
ふ
た
り

っ
こ
が
各
象
庭
と
も
多
く
な
っ
た
。

　
農
繁
期
を
迎
え
各
地
域
で
は
季
節
保

育
所
が
開
か
れ
、
ま
た
小
中
学
校
と
も

設
備
・
内
容
と
も
着
々
充
実
し
つ
つ
あ

る
。
す
べ
て
の
こ
ど
も
が
し
あ
わ
せ
に

す
こ
や
か
に
と
児
童
憲
章
が
つ
く
ら
れ

た
。
、
川
西
町
の
こ
ど
も
が
よ
き
環
境
の

も
と
で
す
こ
や
か
に
、
し
あ
わ
せ
に
暮

せ
る
よ
う
、
こ
ど
も
の
日
に
寄
せ
て
み

ん
な
で
考
え
合
い
た
い
。
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蜜
町
議
会
報
告
ー

監
査
委
員
選
任
に
同
意

　
　
　
　
　
　
　
　
　
選
管
補
充
員
も
更
新

　
一
”
二
丹
定
例
会
終
了
後
四
月
十
三
伯
に
第
四
回
臨
時
会
を
招
集
浄
専
決
処
分
報
告

二
件
（
三
＋
八
年
度
分
予
算
追
加
）
の
ほ
か
、
別
項
の
と
お
り
選
管
補
充
員
の
選

挙
を
行
な
っ
た
。
つ
づ
い
て
四
月
三
十
日
第
五
回
臨
時
会
を
招
集
し
て
懸
案
の
監

査
委
員
選
任
同
意
の
件
を
審
議
決
定
の
の
ち
、
議
員
提
案
に
よ
る
，
「
固
定
資
産
評

・
価
に
関
す
る
意
見
書
』
を
上
程
こ
れ
を
可
決
し
た
。
‘

　
両
日
と
も
本
会
議
は
人
事
を
主
倣
と
し
た
も
の
で
、
比
較
的
短
時
間
で
終
了
し

あ
と
は
全
員
協
議
会
に
切
り
替
え
て
、
宇
校
建
築
そ
の
他
当
面
し
た
問
題
の
処
理

に
つ
い
て
協
議
し
た
。

　
　
　
●
●
●
の
●
●
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●
●
●
●
　
●
●

委員’

　両小和
　氏林久
　に（井
．決議（
　定8，羅

　　鑛
　　き

査
欝
紬
讐
離
班
籠
黎

監
い
て
は
、
青
定
例
会
に
お
い

　
　
　
　
て
条
例
が
制
定
さ
れ
、
議
員
の

う
ち
よ
り
選
出
一
、
知
識
経
験
を
有
す

る
者
一
の
定
数
“
．
一
名
と
し
、
こ
れ
を
非

常
勤
と
す
る
こ
と
が
定
め
ぢ
れ
て
い
る

　
こ
の
う
ち
議
員
の
中
か
ら
選
出
さ
れ

’
る
一
名
に
つ
い
て
は
、
町
長
の
要
請
に

よ
り
議
会
に
お
い
て
互
選
の
結
果
、
小

林
伝
司
氏
を
予
定
者
と
決
定
し
て
い
た

が
、
一
般
か
ら
選
出
す
る
い
わ
ゆ
る
財

務
管
理
ま
た
は
事
業
の
経
営
管
理
に
つ

　
い
て
専
門
の
知
識
ま
た
は
経
験
を
有
す

る
者
に
う
い
て
の
人
選
が
遅
れ
て
い
た

と
こ
ろ
、
和
久
＃
精
一
氏
を
選
任
す
る

こ
と
に
決
定
、
今
回
議
会
の
同
意
を
求

め
る
こ
と
と
な
り
た
も
の
で
あ
る
o

　
結
果
と
し
て
二
人
と
も
議
員
か
ら
選

出
さ
れ
た
形
と
な
り
た
の
で
、
こ
の
点

に
つ
い
て
、
「
法
的
に
さ
し
つ
か
え
な
い

O
●
●
●
●
●
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●
●
●
●
●
●
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●
●
　
●
●
●
●

　
の
か
」
と
い
う
質
疑
が
あ
り
た
が
、
こ

れ
に
対
し
て
高
橋
総
務
課
長
か
ら
「
好

　
ま
し
く
は
な
い
け
れ
ど
も
違
法
で
は
な

　
い
」
と
い
う
答
弁
が
あ
り
た
。
な
お
、

　
「
知
識
経
験
委
員
を
な
ぜ
議
員
以
外
の

　
一
般
か
ら
選
任
し
な
か
り
た
の
か
」
と

　
い
う
質
疑
に
対
し
て
は
、
中
村
町
長
か

ら
「
わ
た
し
が
適
当
だ
と
認
め
て
選
任

し
た
人
が
、
た
ま
た
ま
議
会
人
で
あ
り

た
と
い
う
こ
と
だ
け
で
あ
る
o
」
と
い

　
う
答
弁
が
あ
り
、
採
決
の
結
果
、
挙
手

　
多
数
で
同
意
と
決
定
し
た
も
の
o

選管補充員

大
井
長
太
氏
ら

四
名
を
選
出

選
挙
管
理
委
員
の
う
ち
平
野
梅

作
氏
が
先
般
老
令
の
た
め
辞
職

し
、
そ
の
後
任
と
し
て
数
藤
奥

治
郎
氏
が
補
充
選
任
さ
れ
た
。

そ
の
結
果
残
る
三
名
の
補
充
員
か
ら
辞

表
が
提
出
さ
れ
た
の
で
、
四
月
＋
三
日

の
臨
時
会
に
お
い
て
、
自
治
法
の
規
定

に
基
づ
き
補
充
員
四
名
の
選
挙
を
行
な

っ
た
も
の
ゆ
選
挙
は
指
名
推
薦
の
方
法

響
磯
当
璽
木
村
正
吉
（
仁
田
）

高
橋
喜
栄
（
高
倉
）

税
負
担
の
軽
減
を
要
望

　
　
　
固
定
資
産
評
価
に
つ
い
て
煮
見
書

　
こ
と
し
は
固
定
資
産
の
評
価
替
え
が

行
な
わ
れ
る
年
に
当
た
り
て
お
り
、
評

価
基
準
は
す
で
に
自
治
省
か
ら
告
示
さ

れ
て
い
る
o
し
か
し
、
こ
の
基
準
に
よ

う
て
評
価
し
た
の
で
は
当
地
方
の
よ
う

に
豪
雪
地
帯
と
い
う
特
殊
事
情
下
に
あ

る
住
民
の
過
重
負
担
は
救
え
な
い
と
し

て
、
そ
の
軽
減
措
置
を
要
望
す
る
た
め

次
の
よ
う
な
意
見
書
を
、
自
治
省
・
大

蔵
省
等
の
関
係
行
政
庁
へ
提
出
す
る
こ

と
と
な
り
た
も
の
o

　
こ
の
間
題
は
．
津
南
町
議
会
に
お
い

て
取
り
あ
げ
ら
れ
た
の
が
発
端
で
あ
る

が
、
単
に
一
町
村
だ
け
で
議
決
し
て
も

そ
の
効
果
は
薄
い
と
し
て
、
近
く
郡
議

艮
会
、
町
村
会
等
を
通
じ
て
広
く
三
魚

沼
そ
の
他
共
通
の
地
域
全
般
に
呼
ぴ
か

け
よ
う
と
い
う
も
の
で
あ
る
o

意
　
見

書

一
、
要
　
　
旨

　
国
が
固
定
資
産
の
評
価
基
準
を
定
め

る
に
当
た
り
、
豪
雪
地
帯
に
お
け
る
特

殊
事
情
を
＋
分
考
慮
さ
れ
、
住
民
の
税

負
担
が
過
重
と
な
ら
な
い
よ
う
適
切
な

軽
減
措
置
を
講
ぜ
ら
れ
る
よ
う
要
望
す

る
。昌
、
理
　
　
由

　
地
方
税
法
の
規
定
に
よ
り
て
昭
和
三

＋
九
年
度
に
行
な
わ
れ
た
固
定
資
産
の

さ
二
才

五
七
才

評
価
替
え
に
つ
い
て
、
自
治
省
は
固
定

資
産
評
価
制
度
調
査
会
の
答
申
に
基
づ

き
、
土
地
に
つ
い
て
は
売
貿
実
例
価
格

家
屋
に
つ
い
て
は
再
建
築
価
格
、
償
却

資
産
に
つ
い
て
は
取
得
価
格
を
そ
れ
ぞ

れ
時
価
と
す
る
方
法
を
指
示
し
て
お
り

ま
す
o
し
か
し
、
こ
の
方
法
に
よ
る
固

定
資
産
の
評
価
を
も
り
て
し
て
は
・
当

地
方
の
よ
う
な
豪
雪
地
帯
に
お
け
る
特

、
殊
事
情
を
＋
分
勘
酌
し
た
結
果
を
得
る

こ
と
は
困
難
で
あ
り
、
税
負
担
の
不
均

衡
は
免
れ
得
な
い
も
の
と
考
え
ら
れ
ま

す
。
　
農
林
省
林
業
試
験
場
＋
日
町
試
験
地

編
第
の
「
気
象
四
＋
年
報
」
に
も
示
さ

れ
て
い
る
と
お
り
当
地
方
の
平
均
年
間

隆
水
量
は
二
、
五
八
三
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
、

隆
水
日
数
二
百
四
＋
日
、
と
雨
の
多
い

裏
日
本
の
中
で
も
特
に
そ
の
代
表
的
地

域
で
あ
り
、
殊
に
雪
に
つ
い
て
は
．
同

じ
く
雪
寒
地
帯
と
称
さ
れ
る
中
で
も
当

地
方
は
比
類
の
な
い
豪
雪
地
帯
で
あ
り

ま
す
σ
す
な
わ
ち
最
深
積
雪
量
は
昭
和

二
＋
年
度
の
四
、
昌
五
メ
ー
ト
ル
を
筆
頭

に
平
均
二
、
五
～
三
、
O
メ
ー
ト
ル
、
隆
雪

は
＋
一
月
下
旬
3
融
雪
は
四
月
下
旬
で

五
カ
月
を
雪
の
中
で
暮
ら
す
と
い
う
厳

し
い
気
象
条
件
下
に
置
か
れ
て
お
り
ま

す
。
　
こ
の
た
め
農
地
の
利
用
度
は
き
わ
め

て
低
く
、
家
屋
に
つ
い
て
は
豪
雪
に
耐

え
る
強
度
と
、
住
家
を
雨
雪
天
作
業
場

に
使
用
す
る
た
め
の
ス
ペ
ー
ス
と
を
必

要
と
し
、
他
の
地
域
と
は
比
較
に
な
ら

な
い
規
模
、
構
造
の
も
の
を
維
持
警
理

し
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
の
で
あ
り
ま
す

ま
た
、
耕
運
機
そ
の
他
の
農
業
用
設
備

に
つ
い
て
も
、
融
雪
か
ら
隆
雪
ま
で
稼

働
日
数
わ
ず
か
に
百
八
＋
日
余
と
い
う

営
農
上
の
制
約
を
受
け
な
が
ら
償
却
費

を
度
外
視
し
て
や
む
を
得
ず
施
設
し
て

い
る
実
情
で
あ
り
ま
す
o

　
こ
の
よ
う
な
状
況
の
下
に
前
記
の
よ

う
な
方
式
を
も
【
て
固
定
資
産
の
評
価

を
行
な
う
場
合
に
お
い
て
は
、
単
に
固

定
資
産
税
の
み
に
止
ま
ら
ず
、
相
続
税

不
動
産
登
録
税
そ
の
他
こ
の
評
価
を
基

準
と
す
る
す
べ
て
の
公
租
公
課
に
ま
で

そ
の
累
を
及
ぼ
す
結
果
と
な
り
ま
す
の

で
、
豪
雪
地
帯
の
実
態
に
即
し
て
、
早

急
に
評
価
基
準
を
改
め
ら
れ
る
よ
う
要

望
い
た
し
ま
す
。

　
地
方
自
治
法
第
九
＋
九
条
第
二
項
の

規
定
に
基
づ
き
こ
こ
に
意
見
書
を
提
出

い
た
し
ま
す
。

　
昭
和
一
“
二
＋
九
年
四
月
三
十
B

新
潟
県
中
魚
沼
郡
川
西
町
議
会
議
長

　
　
　
　
　
　
　
南
雲
　
　
　
章

新
潟
県
知
事
　

塚
田
＋
一
郎
殿

自
治
大
臣
　
赤
沢
正
道
塵

霊
曇
呂
一
…
霊
§
器
一
曜
＝
…
…
…
…
…
…
2
臼
…
…
≡
…
…
§
…
騙
2
≡
3
…
§
3
鱈
≡
…
3
臼

交
通
モ
ニ
タ
ー
の
委
嘱
状
が
田
中
さ
ん
へ

　
四
月
＋
三
日
第
四
回
川
西
町
臨
時
議
、

会
の
席
上
、
交
通
モ
ニ
タ
；
と
し
て
新

潟
県
知
嚇
か
ら
の
委
嘱
状
と
モ
ニ
タ
ー

証
が
中
村
川
西
町
長
の
手
か
ら
議
会
副

議
畏
＋
日
町
地
区
運
転
者
協
会
副
会
長

の
田
中
与
三
郎
氏
に
伝
達
さ
れ
ま
し
た
、

田
中
氏
は
モ
ニ
タ
ー
制
度
が
実
施
さ
れ
、

た
昨
年
に
引
き
続
き
再
度
委
嘱
さ
れ
た

も
の
で
す
が
、
交
通
モ
ニ
タ
ー
と
い
う

の
は
取
り
締
り
と
指
導
を
任
務
と
す
る

警
察
富
と
は
別
に
民
衆
の
声
を
反
影
さ

せ
る
た
め
の
監
察
制
度
と
も
い
い
、
新

潟
県
交
通
対
策
協
議
会
長
で
あ
る
県
知

事
が
市
町
村
長
に
対
し
、
交
通
功
労
者

や
交
通
関
係
の
有
識
者
の
中
か
ら
適
任

者
の
推
せ
ん
を
依
頼
し
そ
の
推
せ
ん
に

基
づ
き
委
嘱
す
る
も
の
で
、
新
潟
県
下

で
三
百
六
＋
六
人
（
内
十
日
町
市
二
名

川
西
町
一
名
、
津
南
町
一
名
）
が
交
通

モ
ニ
タ
ー
と
し
て
活
躍
さ
れ
て
い
ま
玄

そ
れ
で
は
交
通
モ
ニ
タ
ー
と
は
具
体
的

に
ど
ん
な
こ
と
が
任
務
と
さ
れ
て
い
る

の
か
と
い
い
ま
す
と
．

噌
、
交
通
の
安
全
と
秩
序
の
保
持
を
図
る

　
た
め
の
具
体
的
な
施
策
に
関
す
る
こ

　
と
o

二
、
交
通
事
故
防
止
及
ぴ
交
通
行
政
の
運

　
営
に
関
す
る
こ
と
。

三
、
交
通
安
全
の
指
導
教
育
に
関
す
る
こ

蒐
酋
、
交
通
事
故
防
止
及
ぴ
交
通
安
全
の
善

　
行
者
に
関
す
る
こ
と
。

五
、
信
号
機
道
路
標
識
道
路
標
示
そ
の
他

　
安
全
施
設
に
関
す
る
こ
と
。

六
、
そ
の
他
交
通
の
安
全
と
秩
序
の
保
持

　
に
必
要
な
事
項
に
関
す
る
こ
と
o

に
つ
い
て
モ
ニ
タ
ー
自
身
の
思
考
せ
る

も
の
ま
た
は
大
衆
の
要
望
ま
た
は
直
接

見
た
交
通
行
政
の
全
般
及
ぴ
交
通
安
全

に
関
す
る
全
て
の
事
を
本
部
に
具
申
通

報
し
て
関
係
個
所
に
実
施
の
促
進
を
図

る
と
と
も
に
、
交
通
事
故
防
止
の
指
導

的
役
割
を
果
す
制
度
で
あ
り
ま
す
o
つ

ま
り
大
衆
の
声
を
モ
ニ
タ
ー
を
通
じ
て

管
理
機
関
に
迅
速
に
反
影
さ
せ
よ
う
と

す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
o
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老
人
は
変
わ
る

　
数
年
前
の
こ
と
、
吉
代
交
化
の
究
明

を
月
的
と
し
た
イ
ギ
リ
ス
の
学
術
調
査

団
が
、
‡
ジ
プ
下
に
お
も
む
い
た
こ
と

が
あ
り
．
え
。
あ
る
臼
、
ホ
ラ
穴
の
奥
か

ら
、
太
古
の
文
字
が
き
ざ
ま
れ
た
脚
板

の
銅
板
を
発
見
し
た
。
ど
う
い
う
意
味

の
こ
と
を
書
い
て
あ
る
の
か
サ
，
ツ
パ
リ

わ
か
ら
ず
、
本
国
に
持
ち
帰
つ
て
専
門

の
字
者
に
解
読
し
て
も
ち
り
た
ら
、
何

と
、
今
ど
き
の
若
い
者
は
な
り
て
い
な
、

い
、
と
書
か
れ
て
あ
り
た
と
か
o

　
新
旧
の
世
代
の
ズ
レ
は
㌣
何
も
今
に

始
ま
ら
た
こ
と
で
は
な
い
ら
し
い
o
数

千
年
の
昔
か
ら
、
れ
ん
め
ん
と
し
て
く

の
か
え
さ
れ
て
い
る
悲
し
い
宿
命
だ
と

思
わ
ざ
る
を
得
な
い
o
老
人
は
ガ
ン
コ

だ
、
わ
か
ら
ず
や
だ
、
園
り
た
も
ん
だ

と
ボ
ヤ
い
て
い
る
若
い
わ
れ
わ
れ
も
、

建
築
基
準
法
第
十
五
条

の
届
け
出
に
つ
い
て

　
建
築
主
が
建
築
物
を
建
築
す
る
場
合

ま
た
は
建
築
物
を
除
却
す
る
と
き
は
工

事
着
手
前
に
役
場
経
由
で
県
知
事
に
届

け
出
し
な
け
れ
ぱ
な
り
ま
せ
ん
9
た
だ

建
物
の
床
面
積
の
合
計
が
延
一
〇
㎡
（

三
坪
）
以
内
の
場
合
は
必
要
あ
り
ま
せ

ん
。届
け
出
の
と
き
に
必
要
な
園
面
は
左
記
・

の
と
お
り
で
す
。

ω
床
面
積
延
一
〇
〇
㎡
（
三
〇
坪
）
以

上
の
場
合
設
計
図
二
部

t
附
近
見
取
図

2
配
置
図

5
各
階
平
面
図

鳳
矩
計
図

ほ
か
に
建
築
主
の
印
鑑
と
手
数
料
五
〇

円
設
計
図
に
は
設
計
者
の
印
を
必
ず
捺

数
十
年
後
に
は
、
子
や
孫
か
ら
同
じ
よ

う
な
こ
と
ば
を
つ
ぶ
や
か
れ
る
の
で
あ

ろ
う
か
ら
。

　
＋
年
一
昔
ど
ζ
ろ
の
さ
わ
ぎ
で
は
な

い
。
地
球
の
向
う
で
い
ま
起
こ
っ
て
い

る
事
態
が
、
そ
分
ま
ま
茶
の
間
の
テ
レ

ビ
に
飛
ぴ
こ
ん
で
く
る
時
代
、
月
世
界

へ
の
旅
行
ま
で
あ
と
一
い
き
と
い
う
時

代
で
あ
る
。
前
近
代
的

な
人
間
関
係
の
悪
じ
ゆ

ん
か
ん
に
、
た
だ
ノ
ホ

ホ
ン
と
し
て
い
て
い
い

両
者
の
間
に
立
り
て
、
た
だ
オ
ロ
オ
ロ

し
て
い
る
母
親
は
ま
だ
い
る
。

　
ま
た
昔
の
こ
と
を
聞
か
さ
れ
た
、
今

の
時
代
を
わ
か
り
て
く
れ
な
い
、
と
い

う
声
を
よ
く
聞
く
。
が
、
年
よ
り
の
立

ち
場
に
な
り
て
考
え
て
み
る
と
、
社
会

の
変
わ
り
か
た
が
あ
ま
り
に
も
は
げ
し

す
ぎ
て
、
ち
り
と
や
そ
っ
と
で
は
つ
い

は
ず
が
な
い
と
思
う
の
だ
が
・
：
・
o

　
お
か
あ
さ
ん
た
ち
の
学
習
の
場
に
出

て
み
る
と
、
い
つ
も
ズ
レ
の
こ
と
が
間

題
に
な
る
o
「
行
儀
よ
く
、
黙
っ
て
よ

く
か
ん
で
食
べ
る
も
ん
だ
」
と
い
う
年

よ
り
、
「
き
ら
く
に
、
家
中
で
楽
し
く

語
り
合
い
な
が
ら
食
事
す
る
の
が
ほ
ん

と
う
だ
」
と
い
う
子
ど
も
、
そ
う
し
た

て
ゆ
け
な
い
、
と
い
り

た
ナ
ヤ
ミ
が
あ
る
よ
う

だ
o
　
「
わ
か
ら
ず
や
で

困
る
」
と
い
う
前
に
、

も
（
と
わ
か
り
て
も
ら
え
る
よ
う
な
努

力
を
、
わ
れ
わ
れ
が
す
る
必
要
が
あ
る

　
婦
人
学
級
や
婦
人
会
の
勉
強
が
実
り

て
、
年
よ
り
に
集
ま
り
の
機
会
を
つ
く

っ
て
や
り
た
部
落
が
あ
る
、
ま
わ
り
の

人
の
お
手
伝
い
か
ら
脱
し
て
、
自
主
的

に
運
営
さ
れ
て
い
る
老
人
字
級
が
あ
る

岩
瀬
の
た
か
さ
ご
会
、
中
仙
田
の
ニ
コ

釜
き
Ψ
垂
．
．

印
の
こ
と
（
一
、
二
級
建
築
士
）

㈲
床
面
積
延
｛
C
O
㎡
以
下
（
三
〇
坪

）
の
場
合
設
計
図
二
部

－．

附
近
見
取
図

z
配
置
図

5
各
階
平
面
図

蕉
矩
p
計
図

ほ
か
に
建
築
主
の
印
鑑
と
手
数
料
五
〇

円③
除
却
届
け
出
の
場
合
は
図
面
の
必
要

は
あ
り
ま
せ
ん
が
印
鑑
と
手
数
料
五
〇

円
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
o

　
　
　
　
　
　
　
（
土
木
課
建
築
係
）

郵
便
局
だ
よ
り

・
最
近
生
活
水
準
の
向
上
や
物
価
の
上

昇
な
ど
で
限
度
額
の
引
き
上
げ
要
望
が

強
く
な
り
て
き
た
の
で
、
四
月
か
ら
一

人
百
万
円
ま
で
加
入
で
き
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
の
で
ご
加
入
く
だ
さ
い
o

・
特
別
養
老
保
険
と
し
て
契
約
途
中
病

死
し
た
場
合
は
保
険
金
が
二
倍
、
不
慮

の
事
故
死
の
場
合
は
三
倍
の
保
険
金
が

支
払
わ
れ
る
制
度
が
新
し
く
で
き
ま
し

た
。・
な
お
、
四
月
か
ら
の
契
約
に
は
今
秋

開
催
さ
れ
る
東
京
オ
リ
ン
ピ
ツ
ク
に
ち

な
ん
で
記
念
証
書
が
発
行
さ
れ
ま
す
o

・
簡
易
保
険
積
立
金
の
融
資
（
市
町
村

の
借
入
金
）
の
申
し
込
み
は
年
々
増
加

し
凸
こ
と
し
は
約
二
千
億
円
に
達
し
義

務
教
育
（
小
中
字
校
）
施
設
費
そ
の
他

公
共
施
設
（
道
路
、
橋
、
病
院
な
ど
）

費
と
し
て
地
方
財
政
の
有
力
な
資
源
と

な
。
っ
て
お
り
ま
す
o

詳
細
は
郵
便
局
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い

春
の
交
通
安
全

』
旬
間
実
施

ニ
コ
会
、
胆
月
の
え
ぴ
す
ク
ラ
ブ
、
山

の
根
（
坪
山
b
霜
条
・
鶴
吉
）
の
畏
寿

会
、
東
山
（
東
善
寺
・
山
ノ
田
・
四
郎

兼
・
中
島
町
・
発
電
所
通
り
）
の
こ
と

ぶ
き
会
な
ど
が
そ
れ
、
お
ば
あ
さ
ん
だ

け
で
集
ま
り
て
い
た
上
野
の
と
き
わ
会

は
、
お
じ
い
さ
ん
も
仲
間
に
入
れ
た
老

人
ク
ラ
ブ
と
し
て
発
足
し
た
。

　
待
ち
わ
ぴ
て
、
う
れ
し
そ
う
に
集
ま

り
て
く
る
老
人
た
ち
、
学
ぼ
う
と
い
う

意
欲
に
満
ち
た
顔
は
じ
つ
に
明
る
い
o

今
の
時
代
を
理
解
し
よ
う
、
だ
れ
か
ら

も
好
か
れ
る
、
だ
い
じ
に
さ
れ
る
年
よ

り
に
な
ろ
う
、
と
い
う
気
持
ち
が
、
飲

み
食
い
よ
り
も
月
一
回
の
絵
と
き
を
期

待
し
て
く
れ
る
よ
う
に
な
り
た
。
こ
れ

ま
で
の
老
人
た
ち
を
さ
さ
え
て
き
た
思

想
、
古
い
明
治
の
バ
ツ
ク
ボ
ー
ン
が
、

ひ
と
つ
ひ
と
つ
、
新
し
い
も
の
に
変
わ

ろ
う
と
し
て
い
る
o

　
五
月
＋
一
日
か
ら
二
＋
日
ま
で
の
＋

日
間
を
春
の
交
通
安
全
旬
間
と
定
め
、

国
ぐ
る
み
町
ぐ
る
み
の
交
通
事
故
防
止

の
一
大
運
動
が
展
開
さ
れ
ま
す
。
特
に

国
体
開
催
を
目
前
に
控
え
た
本
県
の
場

合
新
潟
と
ひ
と
目
で
わ
か
る
よ
い
交
通

を
モ
ツ
ト
ー
と
し
て
川
西
町
の
町
民
の

皆
様
も
川
西
と
轍
と
目
で
わ
か
る
よ
い

交
通
法
規
を
遵
守
し
て
事
故
の
な
い
明

る
い
町
、
明
る
い
交
通
の
推
進
に
一
段

の
認
識
と
助
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

冬
物
の
整
理
は

す
み
ま
し
た
か

　
さ
わ
や
か
な
季
節
に
な
り
ま
し
た
o

こ
た
つ
が
け
や
、
不
用
の
ふ
と
ん
の
始

末
は
す
み
ま
し
た
か
o

　
冬
物
を
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
屋
に
出
す
と

き
は
ポ
ケ
ツ
ト
の
中
や
、
ポ
タ
ン
を
よ

く
調
べ
ま
す
o
特
に
オ
ー
パ
ー
の
ボ
タ

ン
は
紛
失
す
る
と
高
く
つ
き
ま
す
か
ら

ゆ
る
ん
で
い
た
ら
必
ず
つ
け
直
し
て
お

き
ま
し
よ
う
。

・
モ
グ
ラ
の
防
ぎ
方

　
　
　
　
野
菜
畑
で
も
花
壇
で
も
、
新

モ
　
　
　
し
く
耕
し
た
あ
と
、
モ
グ
ラ
が

　
　
　
じ
ゆ
う
お
う
に
歩
い
て
困
る
が

メ
　
　
　
と
く
に
苗
を
植
え
つ
け
た
植
え

芸
　
　
　
す
じ
の
下
を
歩
い
て
、
根
の
下

　
　
　
に
穴
を
あ
け
、
で
き
を
悪
く
し

園
　
　
　
ひ
ど
い
と
枯
ら
し
て
し
ま
う
o

こ
れ
は
、
植
え
す
じ
に
ほ
ど
こ
し
た
た

い
ひ
に
集
ま
り
た
ミ
ミ
ズ
を
食
う
た
め

で
あ
る
。

　
こ
の
害
を
さ
け
る
に
は
、
た
い
ひ
を

植
え
す
じ
に
ほ
ど
こ
さ
な
い
で
、
畑
全

体
に
ま
い
て
す
き
こ
む
よ
う
に
す
る
か

ま
た
は
ほ
ど
こ
す
前
に
、
た
い
ひ
に
防

　
　
　
、
、
　
4
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’
ぺ
難
、

腐
剤
の
ク
レ
オ
ソ
；
ト
か
、
粉
の
ナ
フ

タ
リ
ン
を
少
し
振
り
か
け
て
お
け
ぱ
、

モ
グ
ラ
は
そ
の
臭
気
を
き
ら
り
て
寄
り

つ
か
な
い
。

た
ぱ
こ
の
吸
い
が
ら
を

防
虫
薬
に

　
わ
た
し
は
、
毎
日
た
ぱ
こ
の
吸
い
が

ら
を
、
た
だ
捨
て
る
の
は
惜
し
い
と
思

い
、
あ
き
罐
に
集
め
て
お
き
、
こ
れ
を

夏
野
菜
の
害
虫
防
除
に
使
っ
て
い
る
が

ア
ブ
ラ
ム
シ
の
駆
除
に
は
た
い
へ
ん
効

果
が
あ
る
。

　
使
い
方
は
、
た
ぱ
こ
の
吸
い
が
ら
を

よ
く
水
に
浸
し
て
そ
の
汁
を
噴
鋤
機
で

ま
け
ば
よ
い
。

　
こ
う
す
る
と
簡
単
に
ニ
コ
チ
ン
液
が

得
ら
れ
、
ア
ブ
ラ
ム
シ
の
駆
除
も
容
易

に
で
き
る
の
で
た
い
へ
ん
べ
ん
り
で
あ

る
。

今
月
は
あ
な
た
が
モ
ニ
タ
ー
で
す

　
広
報
が
、
役
場
の
ご
用
報
知
紙
で
あ
る
と
い
う
印
象
は
止
む
を
得
な
い
の

だ
ろ
う
か
、
で
き
れ
ば
、
も
り
と
く
だ
け
て
、
社
会
面
的
な
記
事
を
多
く
し

て
ほ
し
い
の
だ
が
・
・
。
婦
人
会
や
青
年
団
の
情
報
も
多
分
に
掲
載
し
、
＋
年

一
日
の
ご
と
き
こ
れ
ら
の
団
体
を
、
何
等
か
の
刺
戟
に
よ
っ
て
、
反
省
な
り

進
展
な
り
に
寄
与

す
る
よ
う
な
方
向

に
み
ち
ぴ
い
て
ほ

し
い
・
紙
質
や
輪

郭
は
こ
れ
で
上
等

も
ら
い
た
い
o
か
わ
に
し
俳
壇
の
選
者
吟
は
毎
回
載
せ
る
べ
き
だ
o

「
社
会
教
育
」
は
、
そ
の
つ
ど
適
切
な
も
の
を
と
り
あ
げ
て
い
て
読
ま
せ
て

く
れ
る
が
、
た
ま
に
は
や
わ
ら
か
い
冥
章
で
、
あ
る
て
い
ど
ふ
ざ
け
た
も
の

が
あ
り
て
も
い
い
の
で
は
な
い
か
。
編
集
者
の
苦
心
を
＋
分
に
承
知
の
上
で

あ
え
て
苦
言
を
呈
さ
せ
て
も
ら
り
た
。
あ
し
か
ら
ず
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
川
西
町
岩
瀬
　
金
　
　
　
子
　
　
　
数
　
　
栄

だ
。
忘
れ
か
け
て

い
る
新
生
活
運
動

面
の
記
事
や
、
町

の
声
を
で
き
る
だ

け
多
く
掲
載
し
て

　
　
　
　
”
海
号
の
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戸
籍
の
窓
か
ら

う
ぶ
声
－
御
す
二
や
か
に

大
＃
紀
子

中
村
典
夫

柄
躍
博
志

数
藤
隆
行

高
橋
清
子

櫃
間
茂
佳

澁
谷
靖
彦

市
川
由
美

平
野
知
廣

星
名
英
雄

小
海
美
智
子

小
海
弥
生

野
舞
裕
子

高
橋
　
透

久正益正健米基和利隆輝林貞再
治夫男雄二蔵　市一一夫蔵吉一・
長長二長二長三三長長長長長郎
男女女女男男女男男女男男男長
　　　　　　　　　　　　　女
仁野小小元四平山伊坪沖沖木木
　　根根　 郎　 野
田口岸岸町兼見田友山立立島島

丸
山
直
子

小
川
美
和
子

高
橋
安
幸

高
橋
正
已

押
木
　
強

和
徳
二
女

正
広
長
女

幸
一
長
男

由
一
二
男

叉
平
長
男

田中高赤根
　仙
戸田倉谷深

昇
天
－
御
め
い
福
を
祈
る

齋
木
丑
太
郎
　
　
高
　
倉
　
　
八
四

大
久
保
ヤ
ス
　
　
野
　
口
　
　
七
七

山
田
輝
治
仁
田
　
七
五

保
坂
キ
ノ
　
大
白
倉
　
　
七
五

須
藤
米
平
　
　
下
原
　
　
六
八

関
口
快
依
　

沖
立
　
　
五
九

高
橋
甚
平
下
平
新
田
　

五
八

た
か
さ
ご
！
御
円
満
に

◎
新
郎
　
太
田
寅
治
　
田
　
中

（
◎
新
婦
　
小
林
エ
ツ
　
中
屋
敷
か
ら

すb
翻
，

σb

雛総総総総総総総

国
体
旗
リ
レ

丸
山
敏
夫

春
日
フ
ミ

渡
邊
　
強

川
崎
ヤ
ヨ
ヒ

小
海
英
吉

清
水
ユ
キ
ヱ

星
名
辰
治

長
谷
川
ワ
ツ

星
名
一
雄

黒
島
セ
イ

柄
羅
富
壽

瀧
澤
洋
子

清
水
幸
夫

清
水
　
信

山
崎
芳
夫

長
津
久
子

小
林
貞
雄

五
月
二
十
日
に
町
を
通
過

　
新
潟
国
体
の
国
体
旗
リ
レ
ー
が
こ
の

町
を
通
過
す
る
の
は
五
月
二
＋
日
と
き

ま
り
ま
し
た
。
時
間
は
午
後
一
時
三
十

三
分
か
ら
二
時
半
の
間
で
、
コ
ー
ス
は

橘
の
取
安
橋
で
小
干
谷
市
か
ら
引
き
継

ぎ
を
受
け
橘
出
張
所
・
上
野
連
絡
所
・

千
手
高
嘉
・
信
組
前
の
順
に
ま
わ
り
、

具
喰
橋
上
で
十
日
町
市
へ
引
き
渡
さ
れ

ま
す
。

　
こ
の
間
一
区
か
ら
五
区
ま
で
を
＝
一

九
名
で
走
る
こ
と
に
な
6
て
お
り
ま
す

　
沿
道
の
人
た
ち
は
み
ん
な
で
臼
の
丸

の
旗
を
た
て
て
歓
送
迎
を
い
た
し
ま
し

よ
う
。

　
こ
の
国
体
旗
は
四
月
末
に
前
年
の
国

体
の
開
催
地
山
口
県
を
出
発
し
、
五
月

高
原
田

寺霜室鶴山

谷
か
ら

吉島
か
ら

際尾
か
ら

宇
校
町

学
校
町
か
ら

沖
立
伊
友
か
ら

沖
立

四
日
町
か
ら

寺
尾

東
善
寺
か
ら

中
央
町

川
治
か
ら

元
町

清
水
キ
ョ
下
平
新
田
か
ら

十
四
日
に
糸
魚
川
市
か
ら
新
潟
県
に
は

い
り
ま
す
。
そ
し
て
六
月
六
日
県
営
競

技
場
の
開
会
式
に
の
ぞ
む
わ
け
で
す
。

農
業
に
学
ぶ

　
　
　
　
　
　
田
中
正
信

　
青
年
団
で
農
業
を
勉
強
し
た
い
〃

と
い
う
こ
と
を
以
前
か
ら
私
た
ち
の
、

あ
る
い
は
先
輩
の
だ
れ
も
が
望
ん
で
い

た
に
違
い
な
い
。
し
か
し
一
年
に
何
回

も
講
師
を
頼
む
ほ
ど
、
青
年
団
で
は
予

算
が
な
い
。
そ
う
か
と
い
り
て
自
分
た

ち
だ
け
で
そ
れ
を
や
り
て
ゆ
く
だ
け
の

カ
も
な
か
り
た
。
そ
う
い
う
時
代
が
長

総雛すb縮総総総総総総

く
続
い
て
い
る
う
ち
に
、
農
業
は
曲
が

り
角
に
立
ち
、
村
の
青
年
団
は
若
返
え

り
、
減
り
、
青
年
は
農
業
に
自
信
が
も

て
ず
、
振
り
む
こ
う
と
も
せ
ず
、
稲
穂

を
手
に
と
っ
て
み
る
で
も
な
く
、
た
と

え
機
械
化
さ
れ
て
も
そ
れ
に
と
も
な
っ

て
生
産
が
高
ま
る
わ
け
で
も
な
い
、
逆

に
象
計
は
苦
し
く
な
る
い
り
ぽ
う
。
こ

う
い
う
実
状
の
中
で
築
き
、
生
活
の
設

計
を
立
て
よ
う
と
す
る
私
た
ち
は
、
青

年
掌
級
に
仲
間
入
り
す
る
ま
で
は
、
い

つ
も
不
安
な
暗
い
毎
日
の
連
続
で
し
た

　
農
業
コ
ー
ス
は
こ
と
し
始
め
て
で
も

あ
り
、
講
師
が
非
常
に
忙
し
い
身
で
あ

り
た
た
め
、
二
回
ほ
ど
講
座
と
い
う
形

で
水
稲
を
中
心
に
掌
習
し
ま
し
た
。
ま

だ
学
習
が
楽
し
い
、
真
剣
だ
と
い
う
よ

り
、
青
年
学
級
で
学
べ
る
と
い
う
幸
福

感
に
ひ
た
っ
て
い
る
現
状
で
す
〇

　
四
月
か
ら
は
も
っ
と
早
く
か
ら
苗
代

づ
く
り
、
土
壌
調
査
、
肥
料
設
計
な
ど

渡
邉
二
郎

田
口
文
江

山
口
隆
也

須
藤
紀
子

丸
山
史
朗

佐
藤
　
圭

山
家
文
夫

丸
山
ミ
キ

田
口
秀
正

田
口
敦
子

南
雲
直
秀

高
橋
光
江

茂
野
文
司

新
町
新
田

木木根木仁仁仁仁上
野
か
ら

田田
か
ら
へ

田田
か
ら

落深
か
ら

落落
か
ら

中
仙
田

中
仙
田
か
ら

藤
畢
・

渡
貫
ハ
ツ
イ
新
町
新
田
か
ら

金
子
澄
男

岡
野
ヒ
・
子

登
坂
佐
門

高
橋
柳
子き

　
　
　
　
　
　
岩

　
　
　
　
　
　
鎌

　
　
　
　
　
　
岩

　
　
　
　
　
　
松

瀬倉
か
ら

瀬代
か
ら

基
礎
的
な
こ
と
を
実
習
も
と
り
入
れ
て

稲
の
発
育
に
じ
ゆ
ん
じ
て
学
習
し
た
い

と
お
も
う
。

　
だ
が
長
い
目
で
み
た
場
合
、
今
の
よ

う
な
姿
を
そ
の
ま
ま
の
ば
し
て
で
る
も

の
で
な
く
、
何
か
こ
の
土
地
に
よ
く
合

っ
た
新
し
い
農
業
、
作
物
、
作
業
方
法

な
ど
を
考
え
研
究
し
、
そ
れ
ら
を
発
見

し
て
私
た
ち
の
若
さ
と
努
力
と
協
力
と

に
よ
っ
て
、
開
拓
し
て
で
る
こ
と
が
農

業
グ
ル
ー
プ
最
大
の
目
的
で
あ
り
、
焦

点
で
あ
る
と
お
も
う
o

　
　
（
青
年
学
級
機
関
紙

　
　
　
　
　
　
「
若
竹
」
よ
り
）

部
落
だ
よ
り

　
今
月
の
部
落
だ
よ
り
は
、
鶴
吉
、
霜

条
を
た
ず
ね
て
み
ま
し
た
。

　
こ
こ
の
部
落
は
、
ど
の
象
に
も
同
じ

よ
う
な
鉄
骨
づ
く
り
の
野
外
舎
（
蚕
室
）

が
あ
る
。
そ
れ
と
い
う
の
は
、
裏
山
を

利
用
し
て
広
大
な
原
野
桑
園
の
造
成
に

い
た
り
、
そ
の
野
外
舎
に
ヵ
イ
コ
を
飼

育
す
る
。
家
を
汚
さ
ず
、
は
い
た
ま
ま

で
外
で
な
ん
て
と
い
う
不
安
は
ま
っ
た

く
な
い
と
い
う
。
ヵ
イ
コ
の
な
い
期
間

は
必
要
に
応
じ
て
農
機
具
の
置
き
場
所

に
な
り
、
一
石
二
鳥
と
の
こ
と
で
あ
り

現
在
あ
ち
こ
ち
で
そ
の
組
み
立
て
が
は

じ
ま
（
て
い
る
。

※
税
の
相
談
日

　
毎
月
五
臼
・
十
五
日
・
二
＋
五
日
、

五
の
臼
が
休
日
の
と
き
は
翌
日
お
こ
な

い
ま
す
。

※
人
　
　
事

新
任
国
保
衛
生
課

　
　
小
林
十
八
　
　
四
月
＋
三
］
付

　
新
任
教
養
課

　
　
大
励
漢
悦
子
　
　
四
月
二
十
日
付

“｝

　
　
｝
競
技
種
目
の
解
説
そ
の
五

㎜
△
云
…
バ
又
ケ
ツ
ト
ボ
ー
ル

…
大
㎜
驚
管
今
組
で
寝

…
京
…
わ
れ
・
2
・
分
ず
つ
前
半
・
後

…
東

　
　
　
㎜
半
を
た
た
か
い
（
ハ
ー
フ
・

…
ク

　
　
　
㎝
タ
イ
ム
伯
分
）
得
点
の
多
い

㎜
　
ソ
　
…
方
を
勝
ち
と
し
ま
す
。
得
点

　
ち
　
　
　
　
　

ピ
な
フ
て
ル
ド
・
了
ル
が

　
　
　
｝
2
点
、
フ
リ
：
・
ス
ロ
ー
が

　
ン
一

　
　
　
…
1
点
に
な
り
ま
す
。

リ
…
戦
法
と
し
て
は
、
攻
窪

　
オ
皿
速
攻
、
遅
攻
、
防
御
に
マ
ン

し
、
…
…
…
」
・
ツ
ー
・
マ
ン
（
対
人
防
御

と
ゾ
ー
ン
・
デ
イ
フ
エ
ン
ス
（
地
域
防

御
）
と
が
あ
り
、
速
攻
と
は
相
手
の
帰

陣
前
ス
ピ
ー
デ
イ
ー
に
攻
め
こ
む
も
の

遅
攻
は
あ
ら
か
じ
め
き
め
て
お
い
た
攻

撃
法
で
ゆ
っ
く
り
攻
め
て
い
く
も
の
を

い
っ
て
い
ま
す
。
マ
ン
。
ツ
ー
・
マ
ン

は
そ
の
名
の
と
お
り
、
各
競
技
者
が
防

ぐ
べ
き
相
手
の
競
技
者
を
決
め
て
お
く

も
の
、
地
域
防
御
は
、
ボ
ー
ル
の
動
き

で
、
各
人
が
防
御
の
地
域
を
定
め
て
お

く
も
の
を
い
り
て
お
り
ま
す
o

　
な
お
、
こ
の
競
技
に
は
「
5
0
秒
ル
ー

ル
」
と
い
う
規
則
が
あ
り
、
ー
チ
ー
ム

が
ボ
ー
ル
を
保
持
し
た
ら
50
秒
内
に
シ

ユ
ー
ト
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、

い
き
お
い
ゲ
ー
ム
は
ス
ピ
ー
ド
化
さ
れ

め
ま
ぐ
る
し
い
攻
防
が
展
開
さ
れ
な
か

な
か
お
も
し
ろ
い
ゲ
ー
ム
で
す
。

1
國
ー
チ
ー
ム
控
人
ま
で
で
、
国
際
バ

ス
ケ
ヅ
ト
ボ
ー
ル
連
盟
で
選
抜
し
た
循

チ
L
ム
が
参
加
す
る
も
の
で
、
こ
の
う

ち
に
日
本
は
腸
催
国
チ
ー
ム
と
し
て
加

え
ら
れ
て
お
り
ま
す
o

　
　
　
馨
　
　
馨
　
　
馨

・
曜
饗
隔

　
　
　
　
　
太
田
白
南
風
選

　
　
　
　
　
小
白
倉
　
田
中
緑
風

○
畦
塗
る
ゑ
馬
の
輪
え
が
く
中
に
い
て

籾
を
播
く
静
か
に
足
を
抜
き
す
す
む

　
　
　
　
　
大
白
倉
高
橋
波
杏

花
愛
す
父
の
名
宛
の
種
子
届
く

知
事
を
待
つ
人
等
に
杉
の
花
ふ
り
ぬ

　
　
　
　
　
大
禽
金
子
洋
石

到
来
の
新
茶
濠
む
と
て
呼
び
に
来
し

　
一
気
に
春
が
押
し
よ
せ
た
繁
忙
の
耕

し
の
中
に
も
ゆ
っ
た
り
と
し
た
句
が
生

れ
る
o
そ
う
い
う
心
の
持
ち
方
も
生
活

の
上
に
尊
い
も
の
で
あ
る
と
思
う
。
巻

頭
の
句
、
ふ
と
仰
ぐ
紬
蔦
の
輪
の
中
に
在

っ
て
農
耕
し
た
と
い
う
情
感
が
よ
い
。

抱
き
上
ぐ
る
子
に
鯉
の
ぼ
り
よ
く
泳
ぐ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
i
白
南
風
・




